
石油由来のプラスチックは自然には分解されません。2050年には海のプラスチックごみの量が、海の魚の量を
上回るといわれています。お菓子の包装紙、レジ袋、ペットボトル、食品容器などの使い捨てにより生じる「プラ
スチックごみ」ですが、日本における１人あたりの「プラスチックごみ」の排出量は世界で２番目となっています。
円安が進み生活に関わる物価が上がっています。この機会に自分の生活を見直し、買ってから数時間で不要にな
るものをできるだけ家に持ち込まない「脱！使い捨ての暮らし」を心がけましょう。やむを得なく家に持ち込んでし
まった場合には「プラスチック製容器包装」として分別し、ごみとして処理するのではなく資源としてリサイクルし
ましょう。今を生きる私たちが次世代のために住みよい地球を守っていきましょう。

指定のごみ袋に入れて出してください。
●カップ類　●袋類　●ボトル類　●チューブ類　●パック類　●ネット類（商品を保護するための物）
●アルミ複合材（お菓子袋などアルミコーティングされているもの）　●トレイ類（プラマーク付き）
※紙製のラベルやシールははがす必要はありませんが、ボトル類やチューブ類のキャップははずしてく
ださい。
また、中身は使い切り、きれいに洗って出してください。
※プラスチック製品でも、プラマークの表示がないものや汚れているものは「燃やせるごみ」として出し
てください。また「プラスチック製容器包装」か「燃やせるごみ」か、迷う場合には「燃やせるごみ」とし
て出してください。

“持続可能な養老のまちづくり”“持続可能な養老のまちづくり”“持続可能な養老のまちづくり”

対象となるものは
プラマークが目印です

１月よりごみ分別アプリ「さんあ～る」のサービスを開始しました。
お手持ちのスマートフォンなどを利用して、ごみの分別方法や収集日など
を調べることができます。また、収集日の前日や当日の設定した時間に通知
を受け取ることもできます。

ご利用方法（利用料は無料ですが、通信料は利用者の負担となります）
App StoreまたはGoogle playから「さんあ～る」で検索しインストールし

てください。

iPhoneなどのiOS端末 Android端末

プラスチック製容器包装

※イメージ　高田地区ごみカレンダー（２月）


